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認定中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

 

平成３０年５月 

大津市（滋賀県） 

全体総括 

○計画期間；平成２５年４月～平成３０年３月（５年） 

 

１．計画期間終了後の市街地の状況（概況） 

 本市は、平成２５年４月以降、認定基本計画に基づき、３つの基本方針のもと、官・民が主体

となって４７の活性化事業に取組んできた。 

 ソフト事業については、秋の音楽祭や大津ジャズフェスティバル等の主要なソフト事業実施に

加えて、大津駅周辺エリアから湖岸エリアに至る動線の強化を目的とした公共空間活用事業にお

いて、オープンモールやびわガーデンなど公共空間を活用した様々なイベントが実施されるな

ど、駅・県庁周辺エリア、大津百町エリア、湖岸エリアそれぞれで切れ目のない事業を実施した。 

 これらの事業により、四季を通じてまちなかの賑わいを創出するとともに、各エリアの回遊性

の向上に大きく貢献した。 

 また、まちなかガイド事業では、まちなかの歴史資源をいかした様々なツアーコースを開催し、

多くの方に大津百町を中心に中心市街地の魅力を広く発信し、回遊性の向上に寄与した。 

 ハード事業については、大津駅改修事業により、駅舎の外観美装化や新たな飲食店がオープン

したことにより、大津駅前の賑わい創出が図られた。 

また、民間事業者が大津町家を改修して、外国人観光客向けのゲストハウスに整備する事業が実

施されるなど、民間主体によるにぎわい創出に繋がる事業も実施され、まちづくりに対する機運

の高まりが見られるなど成果があがっている。さらに、まちなかでの定期的なイベントの開催に

より、来訪者が増加し、街全体に活気が出てきている。 

 一方で、札の辻高札場復元事業など未実施のハード事業もあり、今後、民間事業者とも連携を

図りつつ、地域と一体となってハード事業の早期完了を目指し、さらなるまちなかへの誘客と回

遊に結び付けていくことが必要である。 

 

【中心市街地の状況に関する基本的なデータ】  基準日４月１日 

（中心市街

地区域内） 

２３年度（計画期

間開始前年度） 
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度（計

画最終年度） 

人口 １１，１６５ １１，３０７ １１，９２３ １２，０６５ １２，１４４ １２，０７０ 

人口増減数  ２１４  １４２   ６１６    １４２   ７９   ▲７４ 

社会増減数   －   －   －    －   －   － 

転入者数   －   －   －    －   －   － 

２．計画した事業は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られたか（個別指標

毎ではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

 

【進捗・完了状況】 

  ①概ね順調に進捗・完了した  ②順調に進捗したとはいえない 

 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた   

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 
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３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由） 

 事業実施状況としては、全４７事業のうち、実施済み３６事業、実施中５事業、未実施６事業

と着手率としては、８７．２％であり、札の辻高札場復元事業など一部未実施のハード事業が残

ったが、概ね順調に進捗・完了した。 

 一方で、中心市街地の人口は、近年のマンション建設により、平成１７年を境にして増加を続

けてきたが、平成２９年は、前年より７４人の減少に転じている。また、歩行者通行量調査にお

いても、平成２４年度の９，１７８人から着実に増加し、平成２８年度には１２，１１６人と目

標値を上回ったが、平成２９年度は、１０，２５４人と目標値を下回っており、市を取り巻く環

境は依然厳しい状況が続いている。 

 ただし、このような状況においても、官民連携による公共空間を活用したオープンモールやな

ぎさカフェなどの継続的なイベントの実施や大津町家を宿泊施設に改修するなどの歴史的資源

を活用した事業が実施され、地域のまちづくりに対する機運の上昇やにぎわいの創出が図られた

と判断している。 

 

４．中心市街地活性化基本計画の取組に対する中心市街地活性化協議会の意見 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

 公共空間を活用したエリア全体の賑わい創出を図るため、大津公共空間活用協議会が設置され、

各種団体と連携し、湖岸エリアをはじめ、各エリアの賑わい創出に繋げた。また、民間による町

家等改修事業など、民間主体によるにぎわい創出へ繋がる事業が実施されるなど官民連携による

賑わいの創出や人や団体との結びつきによる賑わい創出に繋がった。 

 一方、駅前から湖岸を結ぶ人の流れがさらに必要であり、今後も民間事業者と連携を図りつつ

地域と一体となって進めていく必要がある。 

 

５．市民意識の変化 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた   

 ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

大津市のまちづくりに関する市民意識調査（平成２７年１２月）から、市民の評価としては、

若干の活性化が図られたものと判断する。理由としては、以下のとおり。 

 

[市民意識調査] 

 ○約７３％の人が大津市での暮らしに満足している。 

○平成２４年度調査時に比べ、「大津市に住みたい」割合があがっている。 

○平成２４年度調査時に比べ、中心市街地活性化の施策満足度は上昇しているが、施策全 

 体としては、低いため、引き続き活性化に取組むことが必要である。 
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大津市のまちづくりに関する市民意識調査[平成２７年度] 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大津市での暮らし満足度 

 ○約 73％の人が大津市での暮らしに満足している。 

 
 

  

●今後の定住意向 

 ○平成２４年度調査時に比べ、「大津市に住みたい」割合があがっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査の概要＞ 

・調査の対象及び人数：住民基本台帳から無作為に抽出し、１８歳以上の市民３，０００人を対象 

・調査方法：郵送により、調査票の配布回収 

・調査期間：平成２７年１２月１１日～平成２７年１２月２８日まで 

・回収状況：配布数３，０００件 回収数１，３８８件 回収率４６．３％ 

・その他：統計データの地域区分において中心市街地（長等、逢坂、中央）は、「中部地域」に属する 
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●施策満足度 

 ○平成２４年度調査時に比べ、中心市街地活性化の満足度得点が上昇している。 

 

 
 

６．今後の取組 

  前計画の取組による賑わい効果を中心市街地全体へ波及させることが重要である。 

 今後、駅から湖岸、まちなかへの動線づくりによる恒常的な賑わい創出、宿場町大津に相応し

い歴史的資源の活用による来訪者の滞在時間の延長、官民連携によるまちづくりの強化による民

間活力を活かすにぎわいづくりを推進していく。 

 具体的には、大津駅前公園及び中央大通りやなぎさ公園において、民間の活力を活かしてカフ

ェなどの施設誘致を行うことや、空き家等を対象としたリノベーションスクールを開催し、町家

の利活用に取組む人材育成に取り組んでいく予定である。 

 今後も効果を継続していくことが重要であることから、目標の達成状況に関する目標指標に基

づく評価を継続して実施していく。 

 

（参考） 

各目標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 
最新値 

達成状況 
（数値） （年月） 

駅・港を結ぶ動線リニ
ューアルによるに
ぎわい創出 

 
町家等の活用による
複合的都市機能の

充実 

休日の歩行者・

自 転車通行量

（人／日） 

９，３８７ 

（H23） 

１１，６５０ 

（H29） 
１０，２５４ 

          

H30.3  
ｂ 

商店街における

新規商業店舗数

（店） 

  〔補助指標〕 

商店街の店舗数 

２６ 

（H19～

23） 

４６ 

（H25～

29） 

５２ H30.3 A 

琵琶湖湖岸・港にお
ける集客・交流機
能の強化 

琵琶湖観光客入

込数（万人／年） 

１５１．１ 

（H23） 

１６０ 

（H29） 
１７８．８ H28 A 

 

注）達成状況欄  （注：小文字のａ、ｂ、ｃは下線を引いて下さい） 

 

Ａ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えることができた。） 

ａ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値を超えることができた。） 

Ｂ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では基準値は超えることができたが、目標値には及ばず。） 

ｂ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では基準値を超えることができたが、目標値には及ばず。） 

Ｃ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 

ｃ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 
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個別目標 

「休日の歩行者・自転車通行量」※目標設定の考え方基本計画 P77～P81 参照 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※調査方法：歩行者・自転車通行量調査 

※調査月：各年９月～３月に実施（年 6 回） 

※調査主体：大津市 

※調査対象：歩行者・自転車、休日の午前１０時～午後６時、７地点 

 

２．目標達成の状況【ｂ】 

 本目標指標については、目標値１１，６５０人に対して、平成２９年度実績で１０，２５４人

となっており、目標達成には至らなかった。 

 また、目標指標である歩行者・自転車通行量の増加に向けた各事業については、関係者との調

整に時間を要し、進捗に遅れが生じたものや、事業実施に向けた合意形成が整わなかったことに

より一部未実施となった事業があった。 

 平成２９年度実績の通行量は、減少となったが、平成２８年度までの通行量をみると事業実施

の効果が徐々に現れ、通行量が上昇し、平成２８年度は、１２，１１６と目標値である１１，６

５０人を上回っている。 

 今後も旧東海道まちなみ整備事業が平成３０年度に完了することや町家改修事業により実施し

た７棟が今後開店することもあり、さらなる増加が見込める状況である。 

 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．旧東海道まちなみ整備事業（大津市） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金 

（都市再生整備計画事業（都心地区）） 

支援期間：平成２３年度～平成２６年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２３年度 

完了時期：平成２９年度【実施中】 

事業概要 江戸中期に大津百町と称された賑わいあふれる都市形成の基軸とな

った旧東海道において、修景舗装及び無電柱化による歴史的なまちな

み空間を整備する。 

目標値・最新値 目標値７８８人 最新値２３３人 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

関係者との調整に時間を要し、事業が完了しなかったため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

本事業の実施に伴い、旧東海道沿道地域住民による検討組織（旧東海

道まちなみ整備検討委員会）が設立され、地域住民のまちづくりに対

する機運が高まり、沿道町家の修景が積極的に進められている。また、

年 （単位：人） 

H 

23 

9,387 

（基準年値） 

H 

25 

9,810 

H 

26 

10,599 

H 

27 

11,379 

H 

28 

  12,116 

H 

29 

10,254 

H 

29 

11,650 

（目標値） 

 

第 1 期計画 

※調査地点 6 地点 第 2 期計画基準年値 

※調査地点 7 地点 
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沿道の活用がなされていない空き町家についても、活用意向が示さ

れ、本事業完了時には、新たに４軒の新規店舗が開業する予定となっ

ている。 

当該事業の今後

について 

修景舗装については、完了している。今後は、平成３０年度に電線管

理者による電線共同溝へのケーブル入溝、既設ケーブルの撤去をもっ

て完了予定 

 

②．町家等活用事業（㈱まちづくり大津、民間事業者） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：商店街・まちなかインバウンド促進支援事業 

（中心市街地活性化事業） 

支援期間：平成２７年度 

支援措置名：地域未来投資促進事業（まちなか集客力向上支援事業） 

支援期間：平成２９年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２６年度～ 【済】 

事業概要 町家等を改修し、魅力ある商業施設を整備することにより大津らしい

まちなみの形成とともににぎわいを創出する。 

目標値・最新値 目標値３６０人 最新値３４人 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

平成 29年度に商店街に点在する空き町家７棟を宿泊施設に改修する事業

が実施されたが、平成 30年 6月にオープン予定であり、今後効果が現れ

てくるものと考える。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

平成 29年 4月に大津町屋の宿 粋世がオープンし、平成 30年 6月に

は、商店街ホテル大津町家が 7棟オープン予定である。 

当該事業の今後

について 

「実施済み」 

 

③．大津駅前商店街再生整備事業（大津駅前商店街振興組合） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置の活用はなし 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２６年度～【未】 

事業概要 大津の玄関口でもある大津駅前商店街の再生を図り中心市街地全体

の回遊性を促す動線としての機能を発揮するため、アーケード改修等

の施設整備をする。 

目標値・最新値 目標値４０８人 最新値 - 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

事業実施について協議が行われていたが、事業着手にかかる合意形成

に至らず未実施となったもの。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

事業実施に至らず 

当該事業の今後

について 

今後も事業主体において、事業実施にかかる協議を行い、事業の方向

性を検討していく。 

 

④．県庁周辺県有地活用促進事業（旧滋賀会館、旧体育文化館及びその周辺施設）（民間） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：暮らし・にぎわい再生事業（予定） 

支援期間：平成２６年度～平成２９年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２５年度 

完了時期：平成２９年度 【実施中】 

事業概要 県庁周辺の老朽化等により既に利用をやめたり、今後やめる予定の施
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設について、民間の活力を生かした土地利活用等を図り、集客・交流・

にぎわいを活性化する。 

目標値・最新値 目標値 220人 最新値― 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

県庁西側の県有地の活用方策の検討に日数を要した為ため、当初の計

画より遅れが生じており、平成２９年度の完了が困難となったため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

日本放送協会による平成３２年度後期の新大津放送会館の運用開始

により、県庁周辺地域の集客・交流・にぎわいの活性化が図られる見

込みである。 

当該事業の今後

について 

旧滋賀会館について、事業者である日本放送協会により、平成３２年

度後期の新大津放送会館の運用開始に向けて取り組みを進める。 

 

⑤．大津駅西地区第一種市街地再開発事業（大津駅西地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

支援期間：平成２１年度～平成２５年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２１年度 

完了時期：平成２６年度 【済】 

事業概要 駅前広場に面した街区において、土地区画整理事業とあわせて市街地

再開発事業を誘導し、まちなか居住の推進や駅前にふさわしい市街地

整備を図る 

目標値・最新値 目標値４４５人 最新値２５６       

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

大津駅西第一土地区画整理事業が、現在も実施中であるため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

施設建築物は、再開発ビルとして 181戸の住宅を備え、まちなか居住

の推進に貢献している。また１回及び２階の店舗・施設にはコンビニ

エンスストア、飲食店、クリニック等が入居しており、賑わいの創出

に繋がっている。 

当該事業の今後

について 

「実施済み」 

 

⑥．大津駅西第一土地区画整理事業（大津市） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金（都市再生土地区画整理事業） 

支援期間：平成２１年度～平成２７年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２１年度 

完了時期：平成２８年度 【実施中】 

事業概要 土地区画整理事業による基盤整備、住宅市街地総合整備事業による住

環境整備を行い、駅前にふさわしい市街地整備を図る。 

目標値・最新値 目標値５２人 最新値－        

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

関係者との調整に時間を要したため、当初計画より３年の遅れが生じ

たため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

誘導した再開発事業は、平成２６年度に完了し、一定の成果が出てい

るが、街区の再編による土地利用の促進面において、集合住宅の更新

などはあったものの、商業施設といった集客力のある施設が少なく、

活性化において大きな成果があったとは言いにくい。 

当該事業の今後

について 

平成３０年度に全ての道路築造工事、宅地整備工事を完了し、平成３

１年度にかけて換地処分、精算行為を行い、竣工する。 

 

 



8 

 

 

４.今後について  

 通行量の増加を目指すためには、恒常的なにぎわい創出や来訪者の滞在時間の延長に繋がる取組を行

っていくことが必要である。今後は、大津駅から湖岸、まちなかへの動線作りや宿場町大津に相応し

い歴史的資源のさらなる活用に官民連携して取組んでいく。 

 具体的には、大津駅前公園及び中央大通りやなぎさ公園において、民間の活力を活かしてカフ

ェなどの施設誘致を行うことや、空き家等を対象としたリノベーションスクールを開催し、町家

の利活用に取組む人材育成に取り組んでいく予定である。 

 計画終了後も中心市街地活性化に向けて、以上のような取組を推進するとともに、計画期間中に発

現した効果が持続しているか検証するため、目標指標の測定を継続的に実施していく。 
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個別目標 

「商店街における新規商業店舗数」※目標設定の考え方基本計画 P89～P91 参照 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※調査方法：現地調査 

※調査月：各年３月に実施 

※調査主体：大津市 

※調査対象：商店街における新規商業店舗 

 

２．目標達成の状況【Ａ】 

 本目標指標については、目標値４６に対して、平成２９年度実績で５２となっており、目標を

達成した。 

 また、目標指標である商店街における新規商業店舗の増加に向けた各事業については、おおむ

ね予定どおり完了したものの、事業実施に向けた合意形成が整わなかったことにより一部未実施

となった事業があった。 

 しかし、大津駅西地区第一種市街地開発事業や町家等活用事業、さらには空き店舗再生支援 

 事業等の効果により、目標値を大きく上回った。 

 補助指標である商店街における店舗数についても、平成２９年度は、６１２となっており、平

成２５年度の５６２店舗より増加した。 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．大津駅西地区第一種市街地再開発事業（大津駅西地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

支援期間：平成２１年度～平成２５年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２１年度 

完了時期：平成２６年度 【済】 

事業概要 駅前広場に面した街区において、土地区画整理事業とあわせて市街地再

開発事業を誘導し、まちなか居住の推進や駅前にふさわしい市街地整備

を図る 

目標値・最新値 目標値４ ・最新値６ 

達成状況 達成 

達成した（出来

なかった）理由 

再開発ビルの完成により、商業テナントが新規出店したため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

施設建築物は、再開発ビルとして 181 戸の住宅を備え、まちなか居住の推

進に貢献している。また１回及び２階の店舗・施設にはコンビニエンススト

ア、飲食店、クリニック等が入居しており、賑わいの創出に繋がっている。 

当該事業の今後

について 

「実施済み」 

 

年 （単位：店舗） 

H19～

23 

26 

（基準年値） 

H 

25 

11 

H 

26 

21 

H 

27 

34 

H 

28 

46 

H 

29 

52 

 

H25～

29 

46 

（目標値） 
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②．町家等活用事業（㈱まちづくり大津、民間事業者） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：商店街・まちなかインバウンド促進支援事業 

（中心市街地活性化事業） 

支援期間：平成２７年度 

支援措置名：地域未来投資促進事業（まちなか集客力向上支援事業） 

支援期間：平成２９年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２６年度～【済】 

事業概要 町家等を改修し、魅力ある商業施設を整備することにより大津らしいまちな

みの形成とともににぎわいを創出する。 

目標値・最新値 目標値４  最新値１ 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

平成 29 年度に商店街に点在する空き町家７棟を宿泊施設に改修する事業が

実施されたが、平成 30年 6月にオープン予定であり、今後効果が現れてくるも

のと考える。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

本平成 29 年 4 月に大津町屋の宿 粋世がオープンし、平成 30 年 6 月に

は、商店街ホテル大津町家が 7棟オープン予定である。 

当該事業の今後

について 

「実施済み」 

 

③．大津駅前商店街再生整備事業（大津駅前商店街振興組合） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置の活用はなし 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２６年度～【未】 

事業概要 大津の玄関口でもある大津駅前商店街の再生を図り中心市街地全体の回

遊性を促す動線としての機能を発揮するため、アーケード改修等の施設整

備をする。 

目標値・最新値 目標値３ 最新値－ 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

事業実施について協議が行われていたが、事業着手にかかる合意形成に

至らず未実施となったもの。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

事業実施に至らず 

当該事業の今後

について 

今後も事業主体において、事業実施にかかる協議を行い、事業の方向性

を検討していく。 

 

④．空き店舗再生支援事業（大津市） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：中心市街地活性化ソフト事業 

支援期間：平成２７年度～ 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２５年度～【済】 

事業概要 各商店街が必要と判断する業種の店舗誘致を促進し、活気やにぎわいあ

ふれる商店街の形成を図るため、空き店舗の改修費及び店舗賃借料の一

部を補助する。 

目標値・最新値 目標値１５ 最新値１５ 

達成状況 達成 

達成した（出来

なかった）理由 

各商店街に新たな店舗誘致を促進し、商店街における空き店舗の解消に

繋がったため 

計画終了後の状 空き店舗再生支援事業により、中心市街地にある商店街の空き店舗への
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況（事業効果） 出店促進につながった。 

当該事業の今後

について 

事業レビューの結果を受け、事業の見直しを行う。 

 

⑤．大津百町町家じょうほうかん運営事業（協議会、㈱まちづくり大津） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置の活用はなし 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成１９年度～【実施中】 

事業概要 町家の「貸手或いは売手」と「借手或いは買手」の間の橋渡しを行い、町家

の利活用・住み替えの支援などを行い、町家の保存・活用を促す。 

目標値・最新値 目標値５  最新値１   （町家利活用事業の１件） 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

２期計画において９件の成約に至ったが、商業店舗として活用されたもの

は少なかったため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

大津町家の宿「粋世」、飲食店、商店街ホテル大津町家につながり、町家

の利活用が図られた。 

当該事業の今後

について 

事業を今までと同内容で継続し、今後も町家の活用促進を図っていく。 

４.今後について  

商店街における新規商業店舗の増加を目指すためには、町家や空き店舗の活用に繋がる取組を引き続き

行っていくことが必要である。今後は、宿場町大津に相応しい歴史的資源のさらなる活用に官民連携して取組

んでいく。 

 具体的には、空き家等を対象としたリノベーションスクールを開催し、町家の利活用に取組む

人材育成に取り組んでいく予定である。 

計画終了後も中心市街地活性化に向けて、以上のような取組を推進するとともに、計画期間中に発現した

効果が持続しているか検証するため、目標指標の測定を継続的に実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

個別目標 

「琵琶湖観光客入込数」※目標設定の考え方基本計画 P92～P96 参照 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※調査方法：滋賀県観光入込客統計調査（毎年度３月実施） 

※調査月：各年３月末時点調査（毎年９月頃に取りまとめデータが確定） 

※調査主体：滋賀県・大津市 

※調査対象：湖岸エリアにおけるイベント、施設等の入込み客数 

 

２．目標達成の状況【Ａ】 

本目標指標については、目標値１６０万人に対して、平成２８年度は 178.8 万人となっており

目標を上回っている。 

要因として、大津駅西地区第一種市街地再開発事業のハード整備による事業効果が発現された

ことや湖岸公園活用ソフト事業をはじめとする各種イベントなどのソフト事業が継続的に実施さ

れたことにより、目標値を大きく上回っているものと考える。 

また、平成２９年度においても推計値ではあるが 184.5 万人となっており、各種事業効果が発

現しているものと考えられ、平成 30年 9月頃に確定予定の平成２９年度の数値は、目標達成可能

と見込んでいる。 

  

 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．湖岸公園活用ソフト事業（民間、中心市街地活性化協議会、㈱まちづくり大津） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置の活用はなし 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２５年度～ 【実施中】 

事業概要 湖岸公園は琵琶湖に面する絶好のロケーションを誇り、イベントの舞台とし

て活用が図られており、新たなソフト事業を実施することによって一層の魅

力発信とともに集客・賑わいを創出する。 

目標値・最新値 目標値３８千人 ・最新値３０１千人 

達成状況 達成 

達成した（出来

なかった）理由 

琵琶湖湖岸で数多くのイベントが実施され賑わい創出に繋がっている。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

２期計画期間中に新たなイベントが実施され、湖岸の賑わい創出に繋がっ

ている。 

当該事業の今後

について 

事業を今までと同内容で継続し、さらに湖岸の恒常的な賑わい創出に向け

取組んでいく。 

 

年 （単位：万人） 

H 

23 

151.1 

（基準年値） 

H 

25 

148.8 

H 

26 

155.6 

H 

27 

168.4 

H 

28 

178.8 

H 

29 

－ 

H25～

29 

160 

（目標値） 

年 （単位：万人） 

第 1 期計画 
第 2 期計画基準年値 
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②．湖岸エリア・アートプロジェクト（大津市、中心市街地活性化協議会） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金 

（都市再生整備計画事業（都心地区）） 

支援期間：平成２２年度～平成２６年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２５年度 

完了時期：平成２９年度【済】 

事業概要 「美」をテーマに一体的な活動を行うことで、活発性と連続性を確保し、湖

岸エリア全体が目的地化するとともに、地域イメージの向上による集客の増

加とともに賑わいを創出する。 

目標値・最新値 目標値 ５５千人 最新値０ 

達成状況 未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

事業自体は、平成２５、２６年度の２ヵ年で実施されたが、テーマであるアー

トパーク化には至らなかった。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

子どもアートセッションについては毎回ほぼ定員上限の参加人数であり、ま

た参加者からは満足度の高い声も聞かれた。ふれるアート美術館について

も、開催期間中、４万人を超える来場者がありまちなかの賑わい創出に寄

与した。 

当該事業の今後

について 

他プロジェクトへ統合されたため廃止 

 

③．旧東海道まちなみ整備事業（大津市） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金 

（都市再生整備計画事業（都心地区）） 

支援期間：平成２３年度～平成 2６年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２３年度 

完了時期：平成２９年度【実施中】 

事業概要 江戸中期に大津百町と称された賑わいあふれる都市形成の基軸となった

旧東海道において、修景舗装及び無電柱化による歴史的なまちなみ空間

を整備する。 

目標値・最新値 目標値６千人 最新値１６千人 

達成状況 達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業の実施により、地域住民のまちづくりに対する機運が高まり、沿道町

家の修景が積極的に進められたため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

本事業の実施に伴い、旧東海道沿道地域住民による検討組織（旧東海道

まちなみ整備検討委員会）が設立され、地域住民のまちづくりに対する機

運が高まり、沿道町家の修景が積極的に進められている。また、沿道の活

用がなされていない空き町家についても、活用意向が示され、本事業完了

時には、新たに４軒の新規店舗が開業する予定となっている。 

当該事業の今後

について 

修景舗装については完了した。今後は、平成３０年度に電線管理者に

よる電線共同溝へのケーブル入溝、既設ケーブルの撤去をもって完了

予定 

 

④．大津駅西地区第一種市街地再開発事業（大津駅西地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

支援措置名：社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

支援期間：平成２１年度～平成２５年度 

事業開始・完了

時期 

事業開始：平成２１年度 

完了時期：平成２６年度 【済】 

事業概要 駅前広場に面した街区において、土地区画整理事業とあわせて市街地再

開発事業を誘導し、まちなか居住の推進や駅前にふさわしい市街地整備



14 

 

を図る 

目標値・最新値 目標値１４千人 ・最新値１７千人 

達成状況 達成 

達成した（出来

なかった）理由 

事業が完了したため 

計画終了後の状

況（事業効果） 

施設建築物は、再開発ビルとして 181 戸の住宅を備え、まちなか居住の推

進に貢献している。また１回及び２階の店舗・施設にはコンビニエンススト

ア、飲食店、クリニック等が入居しており、賑わいの創出に繋がっている。 

当該事業の今後

について 

「実施済み」 

４.今後について  

 琵琶湖観光客入込数の増加を目指すためには、恒常的なにぎわい創出や来訪者の滞在時間の延長に繋

がる取組を行っていくことが必要である。今後は、大津駅から湖岸、まちなかへの動線作りや宿場町大津に相

応しい歴史的資源のさらなる活用に官民連携して取組んでいく。 

 具体的には、大津駅前公園及び中央大通りやなぎさ公園において、民間の活力を活かしてカフェ

などの施設誘致を行うことや、空き家等を対象としたリノベーションスクールを開催し、町家の

利活用に取組む人材育成に取り組んでいく予定である。 

 計画終了後も中心市街地活性化に向けて、以上のような取組を推進するとともに、計画期間中に発現した効

果が持続しているか検証するため、目標指標の測定を継続的に実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 


